
Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism Chugoku Regional Development Bureau

高津川水系流域治水プロジェクト（参考資料）

高津川流域治水協議会

令和3年3月

資料ー３



氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

■河川整備計画に基づく事業促進

・国、県それぞれの管理区間において河川整備計画に基づき事業を実施。

1

【個別資料】



氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
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【個別資料】

■砂防堰堤の整備

・荒廃が進む渓流からの土石流を防止するため、砂防堰堤の整備を促進。
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氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

■雨水ポンプ場の増強検討
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・既存施設の雨水排水ポンプ場について、さらなる増強の検討を行います。

【個別資料】

益田市
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氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

■国有林の森林整備・治山事業の実施
・流域治水に資する健全な森林を育成するため、除間伐等の森林整備を計画的に実施。
また、治山事業により荒廃した渓流勾配の安定や、崩壊地等の早期の林地復旧に努める。
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【個別資料】



氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

■水源林造成事業による森林の整備・保全

・水源林造成事業地において除間伐等の森林整備を計画的に実施することで、樹木の成長や下層植生の繁茂を促し、
森林土壌等の保水力の強化や土砂流出量の抑制を図り、流域治水を強化促進。
・高津川流域における水源林造成事業地は、約250箇所（３市町、森林面積約8千ha）であり、流域治水に資する除間伐
等の森林整備を計画的に実施。
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【個別資料】

高津川流域における水源林造成事業地
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氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

■保安林整備・治山対策の実施
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・流域治水に資する保安林の維持造成のため、本数調整伐や植栽を計画的に実施。

また、治山事業により荒廃した渓流や崩壊地等の早期の林地復旧を図る。

【個別資料】



・タイムラインとは、防災関係機関が連携して災害時の状況を予め想定して共有した上で、「いつ」、「誰
が」、「何をするか」に着目して、防災行動とその実施主体を時系列で整理した計画で、高津川においても防
災関係機関と協議を行い、タイムラインを策定しています。この計画に基づき、災害時に迅速な対応が出来る
よう努めて参ります。
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【個別資料】被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

■多機能連携タイムラインの活用



・出前講座等を通じて、高津川の水害危険性等を学習し、1人1人が災害時に行動出来るよう、マイ・タイムラ
インの作成を通じて防災意識向上に努めます。
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■マイ・タイムラインの作成

【個別資料】被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

＜出前講座の実施状況＞ ＜マイ・タイムラインラインの説明＞

■開催案内チラシ
■○○地区のﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟ

■ 浸水深の説明資料

■段階的に発表される警戒
レベル等の説明資料

■防災情報の入手方法



■要配慮者利用施設の避難確保計画作成の促進

・浸水想定区域や土砂災害計画区域内の要配慮者施設のうち、益田市地域防災計画にその名称及び所在地が
定められた施設について、地域防災計画作成の促進を図ります。

被害の軽減、早期復旧・復興のための対策 【個別資料】

9令和２年度益田市地域防災計画附属資料から）

・平成３０年１月に避難確保計画作成説
明会開催

・令和元年１１月、益田市ホームページに
作成勧奨ページを公開

・今後、全地区を対象に周知案内を発送
予定



■防災教育・防災知識の普及

・小学校への出前講座等を通じで流域住民の防災知識の向上に努めます。

被害の軽減、早期復旧・復興のための対策 【個別資料】
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＜職員による出前講座の実施状況＞ ＜降雨体験機の実施状況＞

■小学校と自宅周辺の水害危険
性を学び、避難先を考える

■親と一緒に考える宿題シート

避
難
先
を
確
認

↓

気
象
情
報
を
確
認

↓

■昭和５８年に○○小学校も
浸水被害が起きたことを学ぶ

実施内容例


